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平成21年度は1,333名が合格
専門技術者講習・試験

　内発協が実施した「平成21年度専門技術者講習・

試験」で新たに資格を取得した合格者がこの程決定

した。合格者数は、自家用発電設備専門技術者が

912名、可搬形発電設備専門技術者が421名の合わせ

て1,333名となり、前年度に比べ111名の減少となっ

た。去る11月26日に開催した「自家用発電設備専門

技術者審査委員会」が試験結果について審議し、合

否判定を行い、その判定結果を内発協会長に上程し、

それを受けて会長が承認したもの。

　平成21年度の講習・試験は、9月上旬から11月上

旬にかけて、自家用発電設備専門技術者については

全国10会場で12回、可搬形発電設備専門技術者につ

いては同9会場9回実施した。

　今年度の特徴としては、漸減傾向にあった自家用

発電設備専門技術者では、受験申請者数が前年度

比13%（119名）の増加となったことから、合格者数

はここ5年間では最多の912名となった。一方、可搬

形発電設備専門技術者では、平成17年の移動用電気

工作物の通達改正の影響により増加した受験申請者

数が、通達の影響が一段落した思われることから減

少に転じ、合格者数は前年度比35%の減少となり、

421名であった。

科目別40名、業務区分追加30名が合格

　新規受験者の講習・試験と合わせて実施された科

目別受験では40名、業務区分追加受験では30名がそ

れぞれ合格した。

　科目別受験は、一部科目は合格したが他の科目に

不合格のものがあったため、前年度合格には至らな

かった者が、翌年度その不合格の科目を再度受ける

受験方式である。

自家発専門技術者912名、可搬形専門技術者421名
　業務区分追加受験は、既に専門技術者の資格を有

している者が、業務区分に新たな区分を追加するた

めに受ける受験方式である。

自家発専門技術者受験申請者数の会場別内訳

　自家発電設備専門技術者受験申請者数の会場別内

訳は、平成20、21年度とも東京会場が圧倒的に多く

全体の40%を占め、大阪会場、名古屋会場の順になっ

ている。　　　　　　 【5ページの円グラフを参照】

　平成21年度の受験申請者数は、昨年度に比べ119

名増加の1,036名で、会場別では名古屋、広島、福岡

以外の7会場で申請者数が増加した。特に増加分の

90%近くが東京、大阪の両会場によるものであった。

自家発専門技術者受験申請者の業種別内訳

　自家用発電設備専門技術者受験申請者の業種別内

訳として、平成20、21年度とも電気工事業、保守・

修理業及び製造業に従事する者が全体の70%を占め

た。

　特に電気工事業と保守・修理業に従事する者は、

平成21年度は20年度に比べ、全体の増加数を超える

125名の増加となった。これに対して製造業に従事

する者は、全体の15%（138名）から10%（101名）に

低下した。

自家発専門技術者受験申請者の年齢別内訳

　自家用発電設備専門技術者受験申請者の年齢別内

訳として、平成20、21年度とも30代の者が一番多く

全体の40%弱を占め、40代、20代、50代の順になっ

ている。平成21年度は20年度に対して若干ではある

が、20代の割合が増え、反対に50代の割合が減った。

協会・会員活動状況報告
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自家用発電設備専門技術者受験申請状況（新規受験者）

1．会場別申請者数
H21年度 H20年度

H21年度 H20年度

H21年度 H20年度

2．業種別申請者数

3．年齢別（4月申請時）申請者数

札幌 40 札幌 40

仙台 95 仙台 74

東京 424 東京 359

名古屋
98

名古屋
104

申請者数
1036

申請者数
917

申請者数
1036

申請者数
917

申請者数
1036

申請者数
917

富山 41

自家発電設備使用者 43
自家発電設備使用者

55

不明 0 不明 40土木工事業 8
土木工事業 9

設計業 31

設計業 25

販売業（輸入業含む） 17 販売業（輸入業含む） 25

電気工事業
321

50代～
146

50代～
152

20代
176

20代
168

30代
485

30代
403

40代
229 40代

194

電気工事業
248

建設設備工事業
26

建設設備工事業 16

賃貸（リース・
レンタル）業 3

賃貸（リース・
レンタル）業 1

その他
136

その他
65

製造業
101 製造業

138

富山 23

大阪 159
大阪 120

広島 36
広島 63

高松 33 高松 21福岡 86
福岡 91

那覇 24 那覇 22

保守・修理業
311 保守・修理業

259

据付工事業 39

据付工事業
36


